
日本看護歴史学会会報　　　　　　　2001年10月15日第37号

「
卜
．
三
一

名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
で
開
か

れ
た
こ
の
夏
の
大
会
に
際
し
、
〝
看
護

史
の
旅
″
　
の
写
真
展
を
開
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。
一
九
八
九
年
か
ら
の
十
年
間

に
六
回
、
西
洋
看
護
史
を
た
ず
ね
て
十

九
世
紀
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
周

辺
を
旅
し
た
記
録
を
、
厚
か
ま
し
く
も

ご
覧
に
入
れ
た
。
写
真
は
す
べ
て
、
リ
ー

ダ
ー
の
高
田
み
つ
子
氏
は
じ
め
旅
の
仲

間
の
作
。
私
は
、
一
度
た
り
と
も
写
真

を
撮
ら
な
い
、
結
果
的
に
ず
う
ず
う
し

い
旅
人
で
あ
っ
た
。
ふ
ざ
け
て
　
〝
印
象

主
義
″
な
ど
と
云
い
、
実
際
、
そ
の
時

そ
の
場
に
五
感
を
集
中
さ
せ
て
得
た
イ

メ
ー
ジ
は
、
写
真
よ
り
も
鮮
明
に
残
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
旅
の
あ
と
に
誰
彼

の
お
恵
み
く
だ
さ
る
写
真
を
手
に
、
は
っ

と
新
た
な
気
づ
さ
を
す
る
の
も
し
ば
し

ば
で
あ
る
こ
と
は
告
白
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
写
真
が
旅
の
全

容
を
反
す
う
す
る
た
め
の
有
用
な
手
立

て
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ

で
　
〝
厚
か
ま
し
く
も
″
　
の
写
真
展
と
相

成
っ
た
。
最
初
の
二
回
を
　
〝
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
″
と
題
し
た
よ

ぅ
に
、
我
々
は
登
純
に
、
自
分
の
目
で

現
物
を
見
る
、
そ
の
地
に
立
つ
こ
と
を

目
的
に
旅
を
始
め
た
。
事
前
の
資
料
調

査
に
よ
り
、
見
ど
こ
ろ
立
ち
ど
こ
ろ
サ
・
）

は
細
部
に
わ
た
っ
て
確
か
め
て
お
い
た

か
ら
、
旅
ご
と
に
、
我
々
の
知
識
と
し

て
の
看
護
史
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
〝
キ
リ
ス
ト
教
と
看
護
の
つ
な

が
り
を
た
ず
ね
る
″
　
〝
中
世
の
巡
礼
路

を
行
く
″
ぁ
た
り
か
ら
、
何
か
を
見
た

り
、
ど
こ
か
に
立
っ
た
り
す
る
と
い
う

よ
り
も
、
我
々
が
自
ら
を
看
護
史
に
投

げ
込
む
の
だ
と
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
う
。
そ
う
、
〝
看
護
史
の
旅
″

は
　
〝
看
護
史
を
旅
す
る
″
　
に
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
。
し
ょ
っ
て
る
に
も
程
が
あ

る
と
お
互
い
に
笑
い
つ
つ
、
我
々
は
ヒ

ス
ト
リ
ア
ン
と
な
り
、
気
分
は
ヘ
ロ
ド

ト
ス
で
あ
っ
た
。
い
つ
の
問
に
か
自
在

に
看
護
史
を
旅
し
て
い
た
。

〝
看
護
史
の
旅
″
か
ら
　
〝
看
護
史
を

旅
す
る
″
　
へ
の
脱
皮
は
、
我
々
の
見
た

り
立
っ
た
り
、
ま
し
て
や
写
真
に
撮
っ

た
り
が
、
〝
我
々
が
発
見
す
る
″
　
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

イ
タ
リ
ア
は
ア
ッ
シ
ジ
の
町
は
ず
れ

で
、
地
元
の
人
々
が
聞
い
た
こ
と
も
な

い
と
云
っ
て
い
た
十
二
、
三
世
紀
の
ら

い
病
院
跡
を
、
文
字
通
り
発
見
し
た
我
々

は
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
己
れ
に
打
ち

克
っ
て
ら
い
者
に
手
を
さ
し
の
べ
た
日

へ
と
、
時
を
駆
け
た
。
．
ス
ペ
イ
ン
の
バ

ン
プ
ロ
ー
ナ
で
は
、
中
世
の
看
護
を
探

し
て
い
た
我
々
は
二
十
世
紀
生
ま
れ
の

オ
プ
ス
・
デ
ィ
　
（
神
の
仕
事
）
活
動
に

出
会
っ
た
。
普
通
の
社
会
生
活
宜
し
な

が
ら
信
仰
の
実
践
と
し
て
、
病
院
等
で

患
者
や
老
人
の
世
話
に
打
ち
込
む
カ
ト

リ
ッ
ク
の
人
々
で
あ
る
。
我
々
の
思
い

は
、
人
間
の
精
神
と
行
動
の
二
千
年
に

わ
た
る
軌
跡
を
め
ぐ
っ
た
。
そ
し
て
、

サ
レ
ル
ノ
で
見
つ
け
た
　
r
養
生
訓
し
、

ク
リ
、
、
、
ア
の
歴
史
家
の
手
に
な
る
「
パ

ラ
ク
ラ
ゲ
ァ
』
と
い
っ
た
書
物
と
の
出

会
い
は
、
旅
の
あ
と
い
ま
な
お
、
我
々

に
看
護
史
を
旅
さ
せ
て
や
ま
な
い
。

第
二
八
回
大
会
予
告

㌣

　

ヽ

◆
開
催
期
日

平
成
一
四
年
八
月
三
一
日
（
土
）
∵
十

～
九
月
一
日
（
臥
）

◆
テ
ー
マ

「
日
本
と
世
界
の
看
護
史
を
探
求
す

る
」
　
　
し

◆
会
　
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
　
∴

山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
保
健
医
療

学
部
看
護
学
科
　
　
　
　
　
・

◆
内
　
容
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第
一
日
日

講
演
一
高
田
み
つ
子
「
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
看
護
を
訪
ね
て
」

講
演
二
　
未
定
　
　
　
　
．

研
究
発
表
（
口
演
と
ポ
ス
タ
ー
）
　
√

総
会
・
懇
親
会

第
二
日
目
　
　
　
∵
　
．
　
・

看
護
史
研
究
放
談
会

分
科
会

パ
ネ
ル
展
一
　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

旅

パ
ネ
ル
展
二
　
日
本
の
看
護
史

パ
ネ
ル
展
三
　
日
本
の
助
産
婦
史

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み

演
題
締
切
日
‥
平
成
山
四
年
四
月
一

〇
日
（
当
日
消
印
有
効
）

演
題
申
し
込
み
方
法
‥
演
題
名
と
氏

名
、
所
属
、
会
員
番
号
、
連
絡

先
を
記
入
し
た
官
製
は
が
き
に

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

抄
録
提
出
‥
六
月
末
日

◆
大
会
事
務
局

〒
九
九
〇
－
九
五
八
五
　
　
・
さ

山
形
市
飯
田
酉
ニ
ー
ニ
ー
二

山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科

高
橋
み
や
子
宛
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特
別
講
演

私
の
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
研
究

名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授

大
場
ゴ
　
覚

今
日
、
多
く
の
患
者
へ
の
福
音
と
な
っ

て
い
る
放
射
能
の
医
学
的
利
用
へ
の
こ

れ
ま
で
の
道
の
り
は
、
約
百
年
前
の
一

八
九
五
年
十
一
月
八
日
の
金
曜
日
の
Ⅹ

線
発
見
か
ら
の
発
見
発
明
物
語
が
延
々

と
続
い
た
結
果
で
あ
る
。
Ⅹ
線
発
見
に

続
い
て
自
然
放
射
能
、
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
放
射
性
物
質
、
電
子
、
ア
ル
フ
ァ
線
、

ベ
ー
タ
線
、
ガ
ン
マ
線
な
ど
の
放
射
能

の
発
見
が
続
き
、
原
子
核
の
発
見
、
さ

ら
に
素
粒
子
の
発
見
と
続
く
が
、
そ
の

大
部
分
は
真
実
の
追
試
か
ら
新
し
い
発

見
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
発
見
発
明

物
語
の
歴
史
は
緑
と
し
て
繋
が
っ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
我
々
は
い
ろ
い
ろ
な

発
見
発
明
物
語
や
、
歴
史
を
断
片
的
に

知
っ
て
い
る
。
歴
史
を
学
ぶ
者
に
と
っ

て
は
点
と
し
て
の
知
識
が
線
と
し
て
結

ば
れ
て
く
る
過
程
が
知
的
好
奇
心
を
刺

激
す
る
点
で
あ
り
、
私
も
そ
の
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅹ
線
の
発
見
が
あ
っ
て
、
そ
の
人
体

へ
の
応
用
か
ら
、
放
射
線
科
学
と
い
う

学
問
体
系
が
生
ま
れ
、
放
射
線
医
学
卑

専
門
職
と
し
て
選
ん
だ
私
の
今
日
が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
．
私
の
放
射
線
科
学
史

へ
の
探
索
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。

積
極
的
に
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ

た
の
は
一
九
九
五
年
の
Ⅹ
線
発
見
百
周

年
、
一
九
九
七
年
の
ラ
ジ
ウ
ム
発
見
百

周
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す

る
年
に
は
世
界
各
地
で
Ⅹ
線
や
放
射
線
、

あ
る
い
は
そ
の
発
見
者
に
関
す
る
記
念

行
事
が
行
わ
れ
、
発
見
に
ま
つ
わ
る
史

実
が
発
掘
さ
れ
た
り
、
そ
の
発
見
者
の

新
し
い
人
物
像
を
描
い
た
本
も
出
版
さ

れ
た
り
、
発
見
に
ま
つ
わ
る
史
実
が
発

掘
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
わ
け
で
、
記
念
行
事
を
求
め
て
旅
に

出
た
次
第
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が

キ
リ
ス
ト
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
に
足
を

運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
世
界
を

追
体
験
し
て
信
仰
が
深
ま
る
よ
う
に
、

発
見
発
明
に
ま
つ
わ
る
場
所
へ
行
っ
て

み
る
と
、
書
物
の
上
で
は
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
新
し
い
感
動
や
情
報
が
得
ら

れ
て
、
よ
り
深
く
、
よ
り
身
近
に
歴
史

上
の
人
物
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

ラ
ジ
ウ
ム
発
見
百
周
年
の
年
に
は
マ

リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
が
物
理
や
数
学
を
学

ん
だ
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大
学
、
サ
ン
ト
・
ジ
ュ

ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
プ
図
書
館
、
ピ
エ
ー
ル
・

キ
ュ
リ
ー
と
出
会
っ
た
下
宿
、
ポ
ロ
ニ

ウ
ム
、
ラ
ジ
ウ
ム
を
ウ
ラ
ン
鉱
石
か
ら

抽
出
し
た
パ
リ
市
立
工
業
物
理
化
学
学

校
、
ウ
ラ
ン
か
ら
自
然
放
射
能
を
発
見

し
た
ベ
ク
レ
ル
が
働
い
て
い
た
国
立
自

然
史
博
物
館
、
キ
ュ
リ
ー
博
物
館
、
キ
ュ

リ
ー
夫
妻
の
亡
骸
が
安
置
さ
れ
て
い
る

パ
ン
テ
オ
ン
な
ど
が
あ
る
パ
リ
5
区
の

カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン
の
歴
史
探
訪
を
通

じ
て
マ
リ
」
・
キ
ュ
リ
ー
の
生
涯
を
見

直
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
詳
細
は
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
に
掲

載
予
定
）

「
私
の
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー

研
究
」
を
聴
い
て

多
喜
田
恵
子

大
場
先
生
の
講
演
は
、
ラ
ジ
ウ
ム
発

見
の
功
績
だ
け
で
な
く
、
科
学
者
と
し

て
生
き
方
や
研
究
に
対
す
る
情
熱
な
ど

胸
に
熱
い
も
の
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
の
討
論
で
は
、
知
的
好

奇
心
を
も
つ
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
は
記

蘭
に
残
す
こ
と
な
ど
、
歴
史
研
究
を
進

め
る
上
で
の
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
は
、
新
た
な
発
見
や
感
動
を
得
る

こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
今
後
も
、
知
的

好
奇
心
を
刺
激
し
な
姐
ら
、
自
己
の
歴

史
観
を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
展「看

護
史
の
旅
」

ク
リ
ミ
ア
半
島
バ
ラ
ク
ラ
バ
の
丘

城
郭
病
院
の
跡
地
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ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
ゆ
か
り
の
地

リ
ハ
ー
ス
ト
荘
（
ダ
ー
ビ
シ
ャ
ー
州
）

展
示
・
分
科
会
会
場

「
分
科
会
発
表
」
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

今
回
の
分
科
会
で
「
G
H
Q
公
衆
衛

生
福
祉
局
の
設
立
と
看
護
改
革
」
と
題

し
て
報
告
し
ま
し
た
。
看
護
改
革
は
、

ど
の
様
な
過
程
で
政
策
が
策
定
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
た

か
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。
米
国
の
看

護
婦
は
日
本
の
看
護
婦
を
専
門
職
と
し

て
育
て
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で

後
半
の
時
間
を
利
用
し
て
、

川
　
現
在
の
看
護
婦
は
専
門
職
か

闇
　
准
看
護
婦
制
度
は
廃
止
す
べ
き
か

で
ロ
e
b
a
t
e
L
ま
し
た
。
結
論
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
看
護
婦
　
（
士
）
、
出
版

社
の
方
、
名
古
屋
市
立
大
学
の
学
生
さ

ん
も
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
出

来
て
有
意
義
で
楽
し
い
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

「
分
科
会
に
払
席
し
て
」日
下
　
修
一

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
先
生
の
分
科
会
に
出

席
し
、
当
時
の
人
物
関
係
や
G
H
Q
の

看
護
政
策
が
い
か
に
現
在
の
看
護
の
専

門
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
が
再
認

識
で
き
た
。
後
半
で
は
「
看
護
の
専
門

性
」
と
「
准
看
護
婦
問
題
」
に
つ
い
て

二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
い
、
惜
し
む
ら
く
は
参
加
者
が
デ
ィ

ベ
ー
ト
形
式
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
多
少
の
敵
齢
は
生
じ
た
も
の
の
、

現
状
を
振
り
返
る
上
で
、
大
変
参
考
に

な
る
内
容
だ
っ
た
。

「
研
究
発
表
」

座
長
　
山
本
　
捷
子

今
大
会
で
は
四
題
の
研
究
発
表
が
行

わ
れ
た
が
、
外
国
看
護
史
、
保
健
婦
、

准
看
護
婦
、
産
婆
の
四
領
域
か
ら
は
興

味
深
い
報
告
が
さ
れ
た
。
中
で
も
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
活
躍
で
有
名
な
ク
リ
、
、
、

ア
戦
争
で
は
、
ロ
シ
ア
に
は
既
に
組
織

化
さ
れ
た
看
護
団
や
個
人
的
看
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
存
在
し
た
こ
と
、
高
校
衛

生
看
護
科
は
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領

と
看
護
制
度
の
変
化
に
左
右
さ
れ
て
変

遷
し
て
い
る
こ
と
が
印
象
深
く
、
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
い
ず
れ
も
時
代
の

社
会
思
想
的
背
景
を
吟
味
す
る
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。

（
演
題
・
発
表
者
氏
名
）

一
、
「
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
に
お
け
る
女

性
医
療
職
の
形
成
」
　
佐
藤
　
淑
代

二
、
「
岡
山
に
お
け
る
保
健
婦
養
成
事

業
　
－
　
社
会
事
業
主
事
守
屋
茂
の
足

跡
よ
り
　
ー
」
　
　
　
徳
川
早
知
子

三
、
「
高
等
学
校
衛
生
看
護
科
の
変
遷
」

村
田
三
加
幸
他

四
、
「
山
形
県
に
お
け
る
近
代
産
婆
制

度
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
」

高
橋
み
や
子
他

日
本
看
護
歴
史
学
会

一
五
回
大
会
の
収
支
決
算
報
告

今
咋
八
月
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
一
五
回
大
会
の
収
支
決
算
を
左
記
の

と
お
り
報
告
し
ま
す
。

日本看護史学会第15回大会　決算報告

‘一・収入の部

′費　 目 ・∵金　 額 一内　　　 訳

参 加 費 ナ　 4 5 8 ，0 0 0 1 1 9 名 （学 生 含 む ）

懇 親 会 計 － 16 8 ，0 0 0

合　　 計 ・ 6 2 6 ，0 0 0

支出の部

‘費　 目 t 金　 額 内　　　 訳

講 師謝金 ．

・ 車 代
u lO5，00 0

l
1印 刷 費 130，70 0 ’大会 抄録集

通 信 費 1 4両 8 0 大会 案内送 付

軍 務 費 18，84 1 用紙 代等

会場設営費p 4 1，70 8 ・展示 用物 品等

人 件 、費 107，50 0 ．アルバ イ ト代 等

嘩 鱒 費 46，47 1 30名 ．

　 ‾▼

．懇親 令 費
13 5，00 0

、合　　 計 ▼才一　tl・626，0 00

3
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ー
　
●
●
　
　
　
　
－
　
　
　
　
●
●
l
●
●
●
　
　
　
　
－
　
　
　
　
●
●
暮
－
●
●
l
●
●
l

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
　
●
●
　
　
　
　
－
　
　
　
　
●
●
l
一
●
●
■
　
　
　
－
　
　
　
●
■
＿
■
■
■
t
l
l
●
●
l
●
●
■
■
■

－
総
会
で
の
決
定
事
項
－

総
会
議
事
は
す
べ
て
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
議
　
事
）
　
　
　
や

川
二
〇
〇
一
年
度
活
動
報
告

偽
二
〇
〇
〇
年
度
決
算
報
告

制
二
〇
〇
〇
年
度
会
計
監
査
報
告

㈲
特
別
会
計
報
告

制
二
〇
〇
一
年
度
活
動
計
画

㈲
二
〇
〇
一
年
度
予
算

m
二
〇
〇
一
年
度
会
計
監
査
の
選
任

㈱
第
六
期
幹
事
選
挙
管
理
委
員
の
選
任

㈱
日
本
看
護
歴
史
学
会
機
関
誌
編
集
規

程
お
よ
び
投
稿
規
程
改
正
、
編
集
委

員
会
内
規

㈹
第
二
ハ
回
大
会
（
二
〇
〇
二
年
）
開

催
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
．

八
二
〇
〇
一
年
度
活
動
計
画
）

山
、
会
報
発
行
‥
二
回

（
第
三
六
号
、
三
七
号
）

二
、
学
会
誌
発
行
‥

第
二
二
・
一
四
合
併
号
、
一
五
号

三
、
大
会
開
催
‥
第
一
五
回
大
会

「
看
護
史
を
ひ
ろ
げ
る
」

名
古
屋
市
に
て
、
二
〇
〇
一
年
八

月
二
四
日
、
二
五
日

四
、
幹
事
会
の
開
催
　
　
　
　
二
回

五
、
編
集
委
員
会
の
開
催
l
　
四
回

六
、
第
一
六
回
大
会
の
開
催
〔
二
〇
〇

二
年
八
月
三
〇
日
（
金
）
八
月
三
一

日
（
土
）
〕
山
形
市

大
会
責
任
者
　
高
橋
み
や
子

七
、
第
一
七
回
大
会
の
開
催

（
二
〇
〇
三
年
八
月
下
旬
予
定
）

青
森
市
　
大
会
責
任
者

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

八
、
特
別
会
計
の
運
用
に
つ
い
て

①
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
二
号
、
一

〇
号
復
刻
版
の
作
成

②
日
本
看
護
歴
史
学
会
編
「
日
本
の

看
護
百
年
の
歩
み
」
二
〇
周
年
記

念
事
業
に
向
け
て
改
訂
版
の
作
成

③
大
会
準
備
金
と
し
て
二
〇
万
円
貸

し
出
し

（
平
成
十
三
年
度
会
計
監
査
）

山
田
　
泰
子
　
氏
（
名
古
屋
）

片
桐
　
智
子
　
氏
（
山
形
）

第
一
五
回
大
会
は
、
台
風
で
や
き
も

き
し
た
も
の
の
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
は
二
〇
名
、
総
会
出
席
者
三

五
名
、
懇
親
会
参
加
者
は
五
六
名
で
し

た
。
楽
し
く
実
り
多
い
二
日
間
で
し
た
。

名
古
屋
の
皆
様
ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
感
謝
）

日本看護歴史学会　2000年度会計報告
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　，00．4．1－，01．3．31（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 決　 算　 額 差　 引　 額

前 年 度 繰 越 金 1，0 3 1，97 1 1，0 3 1，97 1 ・0

会　　　　　 費 68 0 ，0 00 　 6 44 ，0 00
会 員 14 1 口

新 入 会 員　 20 口

36 ，00 0

寄 付 金 そ の 他 50．0 00 　 48 ，226
会誌等売上 （48，226 ）

印 税 （ 0）

1，7 74

合　　 印 1，76 1．9 7 1 1，7 24 ，197 37 ，77 4

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　，00．4．1－，01．3．31（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 決　 算　 額 差　 弓I 額

事 務 経 費 37 0 ，00 0 22 1，8 74 、14 8 ，126

●

印　 刷　 費 （5 0．00 0 ） （2 1，00 0 ）

通　 信　 費 （170 ．00 0 ） （9 7，5 70 ）

文具 、 そ の 他 （150 ，000 ） ● （10 3，30 4 ）

幹 軍 会 開 催 費 200 ．00 0 15 6．90 0 ． 4 3，10 0

．出 版 賢 360 ．00 0 3 3 7，05 0 2 2．9 50
会 報 発 行 費　が

学 会誌 発 行費 ■

（ 60 ．00 0 ）

（3 00 ．00 0 ）

会 報 34 号 （ 】9 ，95 0 ）■

会 報 35 号 （ 】9 ，95 0 ）r

会 誌 】2 号 （2 97 ，15 0 ）

会 員 名簿 作成 費 0 　　　　　　　 0
′

．　　　　 0

予　　 備　　 費 8 3 1．97 1 0 8 3 1．97 1

合　　　 計 ーL 7 6 1，97 1 ・　　　　　 7 15 ，8 24 】，0 46 ．】4 7

次年庇への繰越金

収入額1，724．197円一一支出額715．824円＝1，008，373円（会計監奄報告）監査の結果、上紀報告寓は日本看護歴史学会の2000年碇の収支を適正に表示していることを認めます。　　　　　ノ　　　　　　　　　　l∫平成13咋7月17日　　会計監査　滝　下　寺　栄　　印平成13咋7日23日　　会計監査　細　越　幸　子　　印

会
員
著
書
紹
介

吉
川
龍
子
著

「
日
赤
の
創
始
者
佐
野
常
民
」

歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〓
八

四
六
版
二
二
八
貢
一
、
七
〇
〇
円

日
本
赤
十
字
社
の
創
始
者
、
佐

野
常
民
の
伝
記
／

日本看護歴史学会　2001年度予算
－01．4．1－●02．3．31（単位　円）収入の部

項 、　 目 予　 算　 額 構　　　 要 前年度決算額

会　　　　　 費 6 80．000 4，0 00 ×1 70名 64 4，00 0

寄付金 ・その他 0 4 8，2 26

前 年 度 繰 越 金 1，0 08，37 3 1，03 1，9 7 1

合　　　 計 ・▲● 1，6 88．37 3 1．72 4．197
I

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　●01．4．1－●02．3．3】（単位　円）

項　　　 目 予　 算 一額 摘　　　 要 前年度決算額　　　　　■

幹 事 会 開 催 費 20 0 ．0 00 年 2 回　　　 ● 15 6．900

編 集 員 会 開催費 10 0 ，0 00 年 4 回

出 版 費 86 0 ．0 00

年 2 回

第 13 、 日 合 併 号

第】5号

3 37 ．05 0

会 ．．報 発 行 賢 　　 （6 0，00 0 ）

l

（ 39 ，900 ）

学 会 誌 発行費 （80 0 ，0 00 ）
′l・

、 （2 97 ．150 ）■

会 員 名簿作成費 10 0 ，0 00 （1回 ノ 3 年 ） 0

軍 務軽 費 370 ，000 ・

会 報 2 回

学 会 誌 1 回

2 2 1．8 72

E町 刷 費

通 信 費

l

文 貝 ・そ．の他

ir l
●ヽナ l

（50 ．00 0 ）

（】70，00 0 ）

rヽ
1 ・（150 ，000 ）

■●

（2 1，0 00 ）

仁9 7 ．5 70 ）

ア ル バ イ ト代 ・．

テープおこし代含む

、（10 3 ．3 04 ）

◆1′

予　　 備　　 灼 ‘1　　　 58，37 3 ′I　　 0　　I＋

l

合　　　 計 　 1．6朗 ．37 3
ri
　　 l

■J
7 15 ．8 24

4



日本看護歴史学会会報　　　　　　　2001年10月15日第37号

日
本
看
護
歴
史
学
会
機
関
誌
編
集
規
程

一
、
機
関
誌
の
名
称
は
「
日
本
看
護
歴

史
学
会
誌
」
（
以
下
、
「
学
会
誌
」
と

す
る
）
と
す
る
。

二
、
学
会
誌
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
一

回
（
三
月
）
発
行
す
る
。
．

三
、
学
会
誌
は
、
看
護
歴
史
に
関
す
る

研
究
論
文
、
書
評
、
お
よ
び
大
会
報

告
等
を
掲
載
す
る
。

四
、
学
会
誌
の
企
画
編
集
は
、
編
集
委

員
会
の
議
を
経
て
決
定
す
る
。

五
、
編
集
委
員
会
に
つ
い
て
は
別
に
内

規
を
定
め
る
。

六
、
研
究
論
文
の
投
稿
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
も
の
と
す
る
。

七
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
再
校
ま
で

と
す
る
。
そ
の
際
の
本
文
の
内
容
に

関
す
る
修
正
は
原
則
と
し
て
認
め
な

い
。
但
し
、
編
集
委
員
会
の
判
断
に

よ
り
補
遺
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。

八
、
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
研
究
論
文

そ
の
他
の
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
返

還
し
な
い
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
も

の
の
版
権
の
一
切
は
本
会
の
所
属
と

す
る
。

九
、
学
会
誌
の
体
裁
は
A
5
版
と
し
、

原
則
と
し
て
縦
書
き
二
段
組
と
す
る
。

一
〇
、
本
規
定
の
改
正
は
幹
事
会
の
議

を
経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
投
稿
規
程

一
、
研
究
論
文
の
投
稿
は
、
日
本
看
護

歴
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
研
究
論
文
の
投
稿
は
、
未
発
表
の

も
の
と
す
る
。

三
、
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
B
5
版
四

〇
〇
字
詰
め
縦
書
き
原
稿
用
紙
、
五

〇
枚
以
内
と
す
る
。

図
版
、
写
真
な
ど
は
一
葉
を
原
稿
用

紙
一
枚
分
と
み
な
す
。
ワ
ー
プ
ロ

（
縦
書
き
）
の
場
合
は
、
〓
汀
二
〇

字
で
、
二
〇
行
と
す
る
（
F
D
　
〔
テ

キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
〕
を
添
付
の
こ
と
）
。

四
、
論
文
原
稿
に
は
必
ず
四
〇
〇
か
ら

八
〇
〇
字
の
要
約
を
添
付
す
る
。

五
、
原
稿
に
は
表
紙
を
付
し
、
標
題
、

英
文
標
題
、
著
者
名
、
所
属
機
関
名
、

連
絡
先
を
明
記
し
、
学
会
事
務
局
宛

送
付
す
る
。
．

六
、
編
集
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め

る
場
合
に
は
、
掲
載
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
別
刷
り
の
作

成
は
実
費
と
す
る
。

七
、
応
募
原
稿
の
締
め
切
り
期
日
は
、

毎
年
九
月
末
日
と
す
る
。

八
、
本
規
定
の
改
正
は
幹
事
会
の
議
を

経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
学
会
誌

編
集
委
員
会
内
規

一
、
日
本
看
護
歴
史
学
会
編
集
委
員
会

（
以
下
、
編
集
委
員
会
と
す
る
）
は
、

編
集
担
当
幹
事
及
び
同
僻
事
の
指
名

に
よ
り
五
～
六
名
の
委
員
で
構
成
す

る
。

二
、
編
集
委
員
会
の
役
割
は
、
次
の
事

項
と
す
る
。

1
、
学
会
誌
の
企
画
・
編
集
に
関
す
る

こ
と

2
、
原
稿
の
依
頼
に
関
す
る
こ
と

3
、
査
読
に
関
す
る
こ
と

4
、
原
著
論
文
の
別
刷
に
関
す
る
こ
と

5
、
そ
の
他
、
学
会
誌
編
集
に
関
す
る

こ
と

三
、
編
集
会
議
は
、
原
則
と
し
て
年
二

回
以
上
開
催
す
る
。

四
、
査
読
は
、
一
編
に
つ
き
複
数
名
で

行
う
。
投
稿
原
稿
の
内
容
に
よ
り
、

そ
れ
に
適
し
た
査
読
者
を
編
集
委
員

会
で
検
討
し
依
頼
す
る
。

五
、
本
内
規
の
改
正
は
幹
事
会
の
議
を

経
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二
〇
〇
一
、
八
　
制
定

佐
藤
善
根
子
（
0
1
－
0
1
0
）

〔
東
北
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
〕

本
間
　
景
子
（
0
1
－
0
1
1
）

〔
済
生
会
川
口
看
護
専
門
学
校
〕

河
津
　
芳
子
（
0
1
－
0
1
2
）

〔
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
〕

岡
田
由
岐
子
（
0
1
－
0
1
3
）

〔
京
都
中
央
看
護
専
門
学
校
〕

黒
田
喜
美
子
（
0
1
－
0
1
4
）

山
下
　
麻
衣
（
0
1
－
0
1
5
）

◆
本
会
の
出
版
物
を
お
求
め
の
方
は
、

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
』
『
日

本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
欠
号
を
復
刻

し
ま
し
た
の
で
全
号
揃
い
ま
し
た
／

（総務）2000年度特別会計報告

新
入
会
員
紹
介

（
敬
称
略
）

一
九
八
七
、

一
九
九
〇
、

二
〇
〇
一
、

八一一
二＿　二　日　二▲

改改
正正制
定

一
九
八
七
、

一
九
九
〇
（

二
〇
〇
一
、

八一一
二．‾　∴‾．＿■‾

改改
正正制
定

※
（
　
）
内
は
会
員
番
号

山
田
　
泰
子
（
0
1
－
0
0
9
）
　
㌧

〔
名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
〕

1．テレフォンカード売上収支　　　　　　（8月27日現在）

l 1999年度末
残 数

2000年度末
残 数

鱒00年度売上

売上数 東上傘

看護鱒 、　 135 2¢ IO9 87，200

保健婦 ‘p・　 鱒2 39 43 34，400

助産婦 、190 ・　　 147・ 43 34，40d‾

合計 407 2‾12 195 156，000

2．特別会計収支

収　 入 宰　 出 合　 計

前 年 度 繰 り 越 し 1，3 13，472 0 1，3 13，472
アヤフォ．ンカ⊥ド売上 156，0 00 0 1，46 9，472
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論
∵
章
二
選
…
琴

八
月
二
十
三
日
の
総
会
で
、
第
六
期

幹
事
の
改
選
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
「
日
本
看
護
歴
史
学
会
幹
事

選
挙
規
則
」
に
基
づ
き
、
本
会
報
の
発

行
日
を
も
っ
て
幹
事
選
挙
公
示
日
と
い

た
し
ま
す
。
投
票
期
間
は
、
発
行
日
よ

り
三
ケ
月
後
の
二
〇
〇
二
年
一
月
二
〇

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
と
な
り
ま

す
。投
票
用
紙
は
同
封
の
も
の
を
使
用
し
、

幹
事
に
相
応
し
い
と
思
う
会
員
一
〇
名

を
連
記
し
、
同
封
の
投
票
所
宛
の
封
筒

を
使
用
し
、
無
記
名
で
郵
送
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
幹
事
の
任
期
は
会
則
で
六
年

を
越
え
て
在
任
で
き
な
い
よ
う
に
改
正

さ
れ
て
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
規
約

第
一
条
　
こ
の
規
約
は
、
会
則
第
七
条

第
一
項
に
定
め
る
幹
事
選
挙
に
関
し

て
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
条
　
目
本
看
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
人
及
び
被
選
挙
人
の
資

格
は
、
幹
事
選
挙
の
行
わ
れ
る
年
度

に
発
行
さ
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学
会

会
員
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
と

◎
　
金
台

す
る
。

第
四
条
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
改
選

の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の
場
で
会

員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の
選
挙

管
理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
、
日
本

看
護
歴
史
学
会
会
報
の
紙
上
に
お
い

て
お
こ
な
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙

を
使
用
し
、
一
〇
名
を
連
記
し
、
日

本
看
護
歴
史
学
会
選
挙
投
票
所
へ
無

記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
　
投
票
期
間
は
、
会
報
発
行
日

よ
り
三
ケ
月
と
し
、
そ
の
最
終
日
当

日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す

る
。
　
　
　
．

第
八
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
の
者
を
幹
事
候
補
者
と
し

て
幹
事
会
に
推
薦
す
る
。
尚
、
第
一

〇
位
の
者
が
複
数
以
上
あ
っ
た
場
合

に
限
り
、
該
当
者
す
べ
て
を
幹
事
候

補
者
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

第
九
条
　
幹
事
会
は
、
幹
事
候
補
者
に

対
し
て
就
任
の
諾
否
を
確
認
す
る
。

第
一
〇
粂
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選

挙
ご
と
に
最
も
早
い
時
期
に
発
行
さ

れ
る
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
紙
上

に
発
表
し
、
承
認
は
総
会
の
場
で
行

う
も
の
と
す
る
。

第
二
条
幹
事
の
中
よ
り
欠
員
が
生

じ
た
場
合
の
補
充
は
行
わ
な
い
。

付
則
一
こ
の
規
約
の
改
廃
は
、
総
会

の
場
で
三
分
の
二
以
上
の
支
持
が
あ
っ

た
場
合
に
成
立
す
る
。

付
則
二
こ
の
規
約
は
一
九
八
九
年
八

月
二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

付
則
三
こ
の
規
約
は
一
九
九
八
年
八

月
七
日
よ
り
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
氏
名

総
会
の
場
で
選
任
さ
れ
た
選
挙
管
理

委
員
は
次
の
通
り
（
五
〇
音
順
）

○
岩
脇
陽
子
氏

植
村
小
夜
子
氏

竹
中
京
子
氏

※
尚
、
年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
さ

れ
た
方
に
は
投
票
用
紙
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
御
諒
解
下
さ
い
。

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

本
年
度
の
会
費
（
四
〇
〇
〇
円
）
を

同
封
の
振
り
込
み
取
扱
票
に
て
納
入
お

願
い
し
ま
す
。

本
会
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費
収
入
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
未
納
額
を
確
認
さ
れ

た
い
方
は
、
会
計
の
大
平
政
子
氏

（
〒
46
7
－
8
6
0
1
名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂

町
川
澄
一
番
地
名
古
屋
市
立
大
学
看

護
部
）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記

名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
棟
に
お

け
る
「
日
本
看
護
歴
史
学
会
第
一
五
回

大
会
」
は
、
大
会
テ
ー
マ
‥
看
護
史
を

ひ
ろ
げ
る
に
相
応
し
く
盛
況
に
終
わ
る
。

大
場
先
生
の
講
演
で
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
の

人
間
と
し
て
、
科
学
者
と
し
て
の
生
き

方
に
感
銘
。
先
生
の
史
実
を
探
求
す
る

姿
に
も
ま
た
感
動
。
小
玉
先
生
の
一
〇

年
に
及
ぶ
貴
重
な
看
護
史
の
旅
写
真
の

数
々
か
ら
熱
い
も
の
届
く
。

（藤）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
七
号

発
行
責
任
者
藤
村
龍
子

東
海
大
学
健
康
科
学
部

編
集
費
任
者
福
本
　
恵

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
禦
脚
　
京
綱
紺
翫
㌍
東
人

中
御
霊
町
四
山
○

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

m
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
山

根
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
岡

E
m
邑
‥
O
k
a
y
a
m
a
y
㊨
c
m
t
●
k
p
苧
m
．
a
C
●
j
p
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